
令和２年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【 京都府 】 

学校名【 京都府立聾学校 】 
        

＜スポーツ庁テーマ＞   

１実践テーマ 【Ⅰ Ⅲ Ⅴ】 

２実施対象者 本校 高等部 １～３年生 11名 

本校 中学部 １～３年生 11名 

３展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（中学部・高等部：保健体育） 

② 行事名（ ） 

③ その他（中学部・高等部：部活動） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（全京都障害者スポーツ大会 陸上競技の部） 

     （全京都障害者スポーツ大会 卓球の部） 

     （京都府中学校チャレンジ記録会） 

② その他  （ ） 

４目 標  

（ねらい） 

（１）交流を通して､あらゆる障壁に挑戦する力､対話をする力､ 

意欲（向上心）を身につける。 

（２）障害のあるなしにかかわらず、自分のできることに自信を

持ち、他者とつながる気持ちを育む。 

（３）スポーツを通して、つながりや生涯スポーツの興味・関心

を増やす。 

５取組内容 本校中学部・高等部の取組 

（１）｢I’m POSSIBLE｣教材の活用 

    令和２年12月18日 

 

（２）ボッチャ・シッティングバレーボールの体験  

令和２年12月18、23日  

 

 

 

 

 

 

 

（３）オリンピック・パラリンピックと国際理解について学ぶ 

  令和２年６月19、26日  

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育

成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



 

（４）全京都障害者スポーツ大会 陸上競技の部への参加 

  令和２年11月28日  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）全京都障害者スポーツ大会 卓球の部への参加（予定） 

（６）京都府中学校チャレンジ記録会 

令和２年８月１日  

 

 

 

 

 

 

 

 

６主な成果 

 

 本校中学部・高等部 

・パラリンピックスポーツについての興味関心を深めた。実際に

体験することで運動に苦手意識がある生徒も楽しんで取り組むこ

とができた。 

・オリンピックやパラリンピックの歴史や種目について学んだ。

また、分からないことや疑問に思うことなどを自分で調べたりす

ることができた。 

・大会へ積極的に参加し、自身の記録向上や目標達成に向けて努

力を積み重ねた。 

７実践において

工夫した点 

（事業の特色） 

本校中学部・高等部 

・生徒の実態に合わせて、ルールの変更やボールの種類を変えな

がら、取り組んだ。 

８主な課題等 本校中学部・高等部 

・取り組むための道具などの準備が必要。 

・高まってきた興味や関心をさらに高められる指導力の向上。 

９来年度以降の

実施予定 

・継続した取り組みをしていきたい。 

・校内で行えるオリンピック・パラリンピックの取組も検討して

いきたい。 

・交流の形を色々と模索しながら取り組んで行きたい 

・他のスポーツにも挑戦させてみたい。 

 


